
1 

 

 

 

 

第１章では、計画の策定目的、期間、位置づけ、策定体制について記載しています。 

 

●計画の策定目的 

平成 11 年に制定・公布された「男女共同参画社会基本法」では、男女が、互いにそ

の人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に

発揮することができる「男女共同参画社会の実現」を、21 世紀の我が国の社会を決定

する最重要課題に位置づけています。 

 本市では、平成 12 年度に最初の男女共同参画計画である「いしかり男女共同参画プ

ラン 21」を策定、以来 3 次にわたる計画に基づき、男女共同参画社会の実現に向けた

施策を総合的に推進してきました。 

 令和 3 年 3 月に「第 3 次石狩市男女共同参画計画」（以下「第 3 次計画」）の計画期

間が終了するにあたり、これまでの課題や成果を整理し、本市に適合した施策事業を展

開し、地域社会全体として男女共同参画社会の実現に向けた取組を推進する指針とし

て「第 4 次石狩市男女共同参画計画」を策定するものです。 

  

 ●期間 

令和３年度から令和７年度までの５年間とします。 

 

 ●位置づけ 

   本計画は、「男女共同参画社会基本法」第 14 条第 3 項に基づき、男女共同参画社会

の実現に向けた施策を総合的かつ計画的に推進するための基本計画です。 

   また、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」第 6 条第 2 項に基づく「市

町村推進計画（女性活躍推進計画）」及び「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護

等に関する法律」第２条の３第３項に基づく「市町村基本計画（ＤＶ被害者支援基本計

画）」として位置づけます。 

また、上位計画である「石狩市総合計画」や、各部所管の個別計画との整合性を考慮

するとともに、国の「第 5 次男女共同参画基本計画」及び北海道の「第 3 次北海道男女

平等参画基本計画」を勘案して策定します。 

 

 ●策定体制 

   本計画は、学識経験者や市内各種団体の代表者、公募した市民で構成する「石狩市男

女共同参画推進委員会」と、市長を会長とし、行政職員で構成する「石狩市男女共同参

画行政推進会議」で検討協議を行いました。 
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   また、市民を対象に、「男女共同参画に関する市民意識調査」を実施し、本市の現状

と課題や市民ニーズの把握に努めました。 

 

 

 第２章では、市民意識調査結果や、第３次計画の進捗状況からみる現状と課題について記

載しています。 

 

 ●男女共同参画に関する市民意識調査 

  〈調査概要〉 

   ・無作為抽出した市内在住の 18 歳以上の男女各 600 人（計 1,200 人）を対象に実施 

   ・270 件回収（回収率 22.5%） 

  〈男女平等に関する意識〉 

   ・男女が「平等である」と回答した割合を年代別にみると18・19歳が最も高く58.7%、

年代が上がるごとに回答率が下がり、60 代が最も低く 24.8%でした。 

  〈男女の固定的な役割分担意識〉 

   ・「男は仕事、女は家庭」など、性別によって役割を決める考え方に「反対」という

回答は、女性が 75.4%、男性が 56.9%と、男女で意識に違いがあります。 

  〈ワーク・ライフ・バランス〉 

   ・女性、男性ともに「仕事、家庭生活、地域・個人の生活」を優先することを希望し

ていますが、現実は女性が「家庭」、男性が「仕事」を優先しており、希望と現実

にギャップが生じています。 

  〈ＤＶ被害の状況について〉 

   ・男性の 7 人に 1 人（13.4%）、女性の 3 人に 1 人（30.9%）が、過去 5 年間に「Ｄ

Ｖ被害を受けた」と回答しました。 

   ・ＤＶ被害を受けた際に、男性の 8 割、女性の 4 割以上が「どこにも相談しなかっ

た」と回答しました。 

 

●第 3 次計画の進捗状況 

   第 3 次計画において基本目標ごとに設定した成果指標については、「Ⅱ-2 市役所の

管理・監督職（主査職以上）に占める女性の割合」、「Ⅲ ＤＶにあたる行為を認識して

いる市民の割合」は目標値に向けて数値が伸びていますが、「Ⅰ 「男女共同参画社会」

という用語の周知度」、「Ⅱ-1 市の審議会等委員に占める女性の割合」、「Ⅱ-3 「ワーク・

ライフ・バランス」という用語の周知度」は計画初年度の平成 28 年度を下回る結果と

なっています。 

   また、全ての項目において目標値に達していません。 

 

■第２章 石狩市における男女共同参画に関する現状と課題 
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  【成果指標の達成度】 

 項    目 
実   績   値 目標 

H28 H29 H30 R1 R2 R2 

Ⅰ 
「男女共同参画社会」という 

用語の周知度 
55.0% 58.3% 56.8% 56.7% 50.8％ 100% 

Ⅱ-1 
市の審議会等委員に占める 

女性の割合 
36.5% 34.9% 32.3% 32.6% 31.9％ 40% 

Ⅱ-2 
市役所の管理・監督職（主査職

以上）に占める女性の割合 
14.9% 15.8% 15.7% 15.4% 15.7％ 20% 

Ⅱ-3 
「ワーク・ライフ・バランス」

という用語の周知度 
37.8% 39.5% 42.5% 46.3% 32.9％ 100% 

Ⅲ 
DV にあたる行為を認識してい

る市民の割合 
71.9% 66.1% 73.2% 68.2% 73.2％ 100% 

 

 

第３章では、計画の基本理念、基本目標、重点施策、体系について記載しています。 

 

 ●基本理念 

Ⅰ 男女平等の確立 

Ⅱ 自立社会の形成 

 

 ●基本目標 

Ⅰ 男女共同参画社会の実現をめざす意識づくり 

Ⅱ あらゆる分野における男女共同参画社会の推進 

Ⅲ 安心して暮らせる社会の実現 

 

 ●重点施策 

   Ⅰ 子どもの男女共同参画の理解促進 

   Ⅱ ワーク・ライフ・バランスの推進 

   Ⅲ 男女共同参画を阻害するあらゆる暴力の根絶 

 

 

 

 

  

■第３章 計画の基本的な考え方 
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●体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇施策１：固定的な性別役割分担意識の解消 

   （1）男女共同参画社会の実現に向けた啓発活動の推進 

   （2）男女共同参画の現状についての実態把握 

   （3）市役所における意識づくり 

 ◇施策２：子どもの男女共同参画の理解促進《重点》 

   （1）子どもへの男女平等の意識づくり 

   （2）子どもを取り巻く関係者の意識啓発 

 

◇施策１：政策・方針決定過程への女性の参画促進 

   （1）市政における政策・方針決定過程への女性の参画促進 

   （2）企業・地域社会における政策・方針決定過程への女性の参画促進 

 
◇施策２：働く場における男女共同参画を推進するための環境づくり 

   （1）企業における男女平等の環境づくり 

   （2）農林水産業における男女共同参画の推進 

   （3）性別によらない多様な職業選択の推進 

   （4）就業に関する情報の提供 

 
◇施策３：ワーク・ライフ・バランスの推進《重点》 

   （1）ワーク・ライフ・バランスの意識啓発と情報提供 

   （2）男女がともに子育てや介護ができる環境づくり 

 

◇施策１：男女共同参画を阻害するあらゆる暴力の根絶《重点》 

   （1）暴力防止に向けた意識啓発と情報提供 

   （2）被害者に対する支援体制の充実 

   （3）連携・協働による相談体制の充実 

 ◇施策２：地域防災における男女共同参画の推進 

   （1）男女共同参画の視点に立った防災対策の推進 

◇施策３：多様性を尊重する環境づくり 

   （1）性的指向・性自認等に関する人権教育・意識啓発 

 

〇基本目標Ⅰ 男女共同参画社会の実現をめざす意識づくり 
 

基本理念 「男女平等の確立」 「自立社会の形成」 

〇基本目標Ⅱ あらゆる分野における男女共同参画社会の推進 
 

〇基本目標Ⅲ 安心して暮らせる社会の実現 
 

女性活躍推進法第 6 条

第 2項に基づく「女性活

躍推進計画」 

 

ＤＶ防止法第 2 条の３

第 3項に基づく「ＤＶ被

害者支援基本計画」 
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第４章では、基本目標ごとの施策展開について記載しています。 

 

●施策展開 

   本計画は、これまでの計画に引き続き、「男女共同参画社会基本法」の理念に基づき、

全ての人が、一人の人間として自分らしく心豊かに生活できる社会をつくるため、互い

に個性と能力を尊重し合い、ともに社会に参画し、その責任と義務を分かち合う「男女

共同参画社会」の実現を目指します。 

   基本理念の実現に向けて設定した３つの基本目標に基づき、各種施策を体系的に推

進します。 

 

 〈基本目標〉         〈施策〉 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章では、推進体制の整備、ＰＤＣＡサイクルについて記載しています。 

 

●推進体制の整備 

本計画を総合的かつ効率的に推進していくため、本計画に記載されている施策事業

については、「石狩市男女共同参画推進委員会」や「石狩市男女共同参画行政推進会議」

で、進捗状況の評価検証を行い、その結果を市ホームページ等で公表することで計画に

ついての理解促進と情報共有を図ります。 

 

●ＰＤＣＡサイクル 

本計画を総合的かつ効率的に推進していくため、ＰＤＣＡサイクルにより施策事業

の評価検証を行い、必要に応じて見直しを行います。 

■第４章 計画の施策展開 

Ⅰ 男女共同参画社会の 

実現をめざす意識づくり 

1. 固定的な性別役割分担意識の解消 

2. 子どもの男女共同参画の理解促進 

Ⅱ  あらゆる分野における

男女共同参画社会の推進 

1. 政策・方針決定過程への女性の参画促進 

2. 働く場における男女共同参画を推進するための環境づくり 

3. ワーク・ライフ・バランスの推進 

Ⅲ  安心して暮らせる社会

の実現 

1. 男女共同参画を阻害するあらゆる暴力の根絶 

2. 地域防災における男女共同参画の推進 

3. 多様性を尊重する環境づくり 

■第５章 計画の推進体制 


